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2025 年 12 月 19 日 

報道関係各位 

GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

 

GMO ペイメントゲートウェイ、スマホ新法に対応した 

アプリ決済トレンドを解説する無料オンラインセミナーを開催 

～アプリ事業者が押さえるべき最新動向や実務ポイントを解説～ 

 

GMO インターネットグループの GMO ペイメントゲートウェイ株式会社（代表取締役社長：相浦 一成 以

下、GMO-PG）は、2026 年 1 月 22 日（木）16:00 より、スマホ新法（スマホ法）（※1）の全面施行を受けて

変化するアプリ外課金の最新動向を解説する無料オンラインセミナーを開催します。 

スマホ新法の全面施行により、アプリ事業者では手数料の最適化、アプリから Web への導線設計、セキュリ

ティ対策など、検討すべき領域が広がります。本セミナーでは、こうした環境変化にあわせて押さえるべき

実務ポイントを整理し、全面施行から約 1 ヶ月が経過して明らかになった最新動向や事例を解説します。 

GMO-PG は、日本国内を中心に年間 21 兆円超（※2）の決済処理を支える中で培ってきた知見を活かし、アプ

リ事業者の皆さまにとって有益な情報をお届けします。 

なお本セミナーは、アプリ向けマーケティング支援を行う Repro 株式会社（代表取締役：平田 祐介 以下、

Repro）との共催で実施します。GMO-PG の決済領域の知見に加え、Repro によるアプリ成長支援の実践的

なナレッジも取り上げ、より総合的に理解いただける内容としています。 

（※1）公正取引委員会「スマホソフトウェア競争促進法（スマホ法）」（https://www.jftc.go.jp/msca/index.html） 

（※2）2025 年 9 月末時点、連結数値。 

 

【背景】 

2025 年 12 月のスマホ新法の全面施行により、アプリ事業者の決済・収益構造を取り巻く環境は大きく変化

します。既存のアプリ内課金に加えて、Web 決済の仕組みを用いたアプリ外課金という選択肢が拡大し、手

数料の最適化・アプリから Web への導線設計・外部リンク利用時のセキュリティ対策など、事業・開発・マ

ーケティングの各領域を横断して検討すべき事項が増えています。 

 

https://www.jftc.go.jp/msca/index.html
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GMO-PG は、アプリ決済領域において事業規模やビジネスモデルに応じて選択可能な決済ソリューションを

提供しており、営業および専門チームによるサポート体制も整えています。15 万店舗規模（※2）の決済処理

を支える安定した決済基盤や、社内においてセキュリティに関する運用体制を整備しています。さらに、不

正検知・マーケティング・送金など周辺サービスとも連携し、アプリビジネスにおける決済関連領域の課題

解決を幅広く支援しています。 

また共催する Repro は、アプリと Web の成長を加速させる国内最大級のカスタマーエンゲージメントプラ

ットフォームを提供しており、アプリ事業者の収益化とエンゲージメント向上を強力に後押ししています。 

今回のセミナーでは、GMO-PG と Repro 双方の知見を活かし、アプリ内課金とアプリ外課金それぞれの特

性や留意点を整理しながら、アプリ事業者が押さえるべき最新動向や実務ポイントを事例も交えてわかりや

すく解説します。スマホ新法の全面施行に伴うアプリ外課金の制度的な変化にとどまらず、手数料最適化・

導線設計・セキュリティ対策など、ビジネス判断に必要となるトピックを総合的にお伝えします。 

 

【セミナー概要】 

タイトル 

 

2026 年最新【アプリ外課金】導入のリアル 

～手数料 30%の行方と、アプリ事業者が今やるべき具体的アクション～ 

開催日時 2026 年 1 月 22 日（木）16:00～17:00 

開催形式 オンライン（Zoom ウェビナー） 

参加費 無料 

主催 

 

GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

Repro 株式会社（URL：https://company.repro.io/） 

申込 URL https://zoom.us/webinar/register/1017654145012/WN_qUB4pIobRImJxRVwVQhPxg 

 

【セミナープログラム（予定）】 

Part 1 市場動向と法規制 スマホ新法の核心とプラットフォーマーの最新動向 

Part 2 アプリ外課金を成功に導く戦略と実装 事業者が行うべき具体的対応 

Part 3 事例紹介 アプリ内・外課金（Web 誘導）の成功事例 

Part 4 クロストーク 専門家が見るアプリビジネスの未来 

Part 5 質疑応答 いただいたご質問に直接回答 

 

【GMO ペイメントゲートウェイ株式会社について】 

オンライン化・キャッシュレス化・DX などを支援する決済を起点としたサービスを提供しています。年間決

済処理金額は 21 兆円を超えており、オンライン総合決済サービスは EC 事業者や NHK・国税庁等の公的機

関など 15 万店舗以上の加盟店に導入されています。 

決済業界のリーディングカンパニーとして、オンライン総合決済サービス、対面領域での決済サービス、後

払い・BNPL（Buy Now Pay Later）、金融機関・事業会社への BaaS 支援、海外の先端 FinTech 企業への戦

略的投融資など、決済・金融技術で社会イノベーションを牽引し、持続可能な社会の実現と社会の進歩発展

に貢献してまいります。（2025 年 9 月末時点、連結数値） 

 

【参考リンク】 

アプリ外課金導入支援サービス：https://www.gmo-pg.com/service/applink/ 

以上 

https://company.repro.io/
https://zoom.us/webinar/register/1017654145012/WN_qUB4pIobRImJxRVwVQhPxg
https://www.gmo-pg.com/service/applink/
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【GMO ペイメントゲートウェイ株式会社】（URL： https://www.gmo-pg.com/ ） 

会 社 名 GMO ペイメントゲートウェイ株式会社（東証プライム市場 証券コード：3769） 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂１丁目 2 番 3 号 渋谷フクラス 

代 表 者 代表取締役社長 相浦 一成 

事 業 内 容 ■総合的な決済関連サービス及び金融関連サービス 

資 本 金 133 億 23 百万円 

【GMO インターネットグループ株式会社】（URL： https://group.gmo/ ） 

会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社（東証プライム市場 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 持株会社（グループ経営機能） 

 

■グループの事業内容 

インターネットインフラ事業 

インターネットセキュリティ事業 

インターネット広告・メディア事業 

インターネット金融事業 

暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 

  Copyright (C) 2025 GMO Payment Gateway, Inc. All Rights Reserved. 

 

●GMO インターネットグループ株式会社 

グループ広報部 PR チーム 新野 

TEL：03-5456-2695 

お問い合わせ： 

https://group.gmo/contact/press-inquiries/  

 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

 企業価値創造戦略統括本部 広報部 

TEL：03-3464-0182 

 お問い合わせ： 

https://contact.gmo-pg.com/m?f=767  

 

https://www.gmo-pg.com/
https://group.gmo/
https://group.gmo/contact/press-inquiries/
https://contact.gmo-pg.com/m?f=767

